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Ⅰ．調査実施概要

平成28年4月に発生した熊本地震(以下、平成28年
熊本地震という)において、《余震に関する情報が被
災者に適切に伝わっていたのか》、《余震に関する
情報は被災者の避難行動などにどのような影響を及
ぼしたのか》、《余震の情報源に対して被災者はど
のような評価をしているのか》などを、地震後の被
災者の行動や復旧・復興の様子の全体像とあわせて
明らかにする。

１．調査目的
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２．調査対象地域

阿蘇市
菊池市

南阿蘇村

宇城市
宇土市

南区

東区

甲佐町
御船町

西原村

大津市合志市

益城町

菊陽町

嘉島町

◆対象地域①：熊本市（2区）
・東区
・南区
◆対象地域②：郡市（13市町村）
・合志市
・菊池市
・菊池郡（菊陽町、大津町）
・上益城郡（益城町、嘉島町、
御船町、甲佐町）
・宇土市
・宇城市
・阿蘇市
・阿蘇郡（南阿蘇村、西原村）

※強い揺れに襲われた地域、被害が特に大きかった地域を、①本震震度、②全壊家屋
の割合、③半壊家屋の割合、④最大避難者数の割合を基にして熊本県内から選定

以下の2つの対象地域を設定
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３．調査実施設計

①調査対象者 熊本市（2区） 18歳以上の男女個人（1,600人）

郡市(13市町村) 18歳以上の男女個人（5,400人）

②抽出 熊本市 系統抽出法（2区の名簿を1台帳として取扱い）

郡市 系統抽出法(13市町村の台帳を1台帳として取扱い)

③調査名 熊本地震における余震情報と避難行動等に関するアンケート

④調査実施主体 文部科学省

⑤調査方法 郵送配布・郵送回収法

⑥調査期間 平成28年11月28日（月）～平成28年12月19日（月）

熊本市（2区） 郡市（13市町村） 合計

①配布数 1,600 5,400 7,000

②総回収数(率) － － 3,495（49.9%）

③有効回収数(率) 754（47.1%） 2,520（46.7%） 3,274（46.8%）

４．回収結果
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５．調査内容

・被災者の年齢、性別

・家族構成

・居住地

・住居形態

・人的被害

・家族被害などの個人属性や被害属性

・二度の震度7の地震における避難行動とその理由

・気象庁の余震に関する情報の取得時期や取得後の行動

・余震の情報源に対する評価、余震に対するリスク認知

・被災者の長期的な避難行動と復旧・復興実感



Ⅱ．主要調査結果

１．地震発生時の避難行動
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48.8
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1.2

6.1
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【熊本市】 4/14地震（ｎ：754）

【熊本市】4/16地震（ｎ：754）

【郡市】 4/14地震（ｎ：2520）

【郡市】4/16地震（ｎ：2520）

（％）はい いいえ（もともと避難していた、も含む） 無回答

前震（4月14日21時26分発生した最初の強い地震）で半数が避難

本震（4月16日深夜1時25分発生）で4人に3人が避難

⇒本震発生時：避難者の割合が大幅増加
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２．地震発生時に避難した場所

16.1

5.0

30.0

53.7

2.8

1.2

8.5

6.9

2.4

17.0

5.5

31.6

60.5
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7.4

8.2
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0.010.020.030.040.050.060.070.080.0

屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中

しっかりした造りの建物

近所の家

別居している家族・親戚の家

その他

無回答

【熊本市】4/14地震（ｎ：423）
【熊本市】4/16地震（ｎ：564）

16.3

7.4

30.5

59.4

4.7

1.4
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5.8
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5.8

32.1

68.1

4.3

0.6

4.4

6.6

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中

しっかりした造りの建物

近所の家

別居している家族・親戚の家

その他

無回答

【郡市】4/14地震（ｎ：1269）
【郡市】4/16地震（ｎ：1900）

屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中

しっかりした造りの建物

近所の家

別居している家族・親戚の家

その他

無回答

（％）【熊本市】 【郡 市】

地震発生時、半数以上の人が「車の中」に避難

本震発生時には前震発生時よりも「車の中」の割合が増加。
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３．地震発生時に避難した理由
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余震が恐かったから

建物の安全性に不安があった…
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建物に被害があったから

そこにいる方が安全だと思っ…
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余震が恐かったから

建物の安全性に不安があったから

電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから

建物に被害があったから

そこにいる方が安全だと思ったから

緊急地震速報が鳴ったから

テレビ・ラジオなどの情報を得たから

避難指示（勧告）が出たから

情報や物資が得られると思ったから

家族に乳幼児・子どもがいたから

とにかく人のいるところに行きたかったから

家族に高齢者がいたから

家族・親戚に言われたから

【熊本市】 【郡 市】

【熊本市】4/14地震
（n:423）
【熊本市】4/16地震
（ｎ：564）

【郡市】4/14地震
（n:1269）
【郡市】4/16地震
（ｎ：1900）

（％）

※理由上位項目

避難した理由は「余震が恐かったから」「建物の安全性に不安があったから」等

本震発生時⇒「電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから」が増
加。「そこにいる方が安全だと思ったから」が減少。
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４．地震発生時に避難しなかった理由

35.1

46.0

32.3

34.5

14.6

2.5

8.4

8.7

8.1

0.6

1.6

0.9

18.9

3.4

48.6

34.7

18.1

17.4

9.7

16.7

11.8

9.0

11.8

8.3

9.0

9.0

2.8

0.010.020.030.040.050.060.0
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そこにいる方が安全だと思っ…

建物に被害がなかったから

電気・ガス・水道などのライフ…

避難する必要を感じなかった…

テレビ・ラジオなどの情報を得…

余震が恐かったから

家族に高齢者がいたから

ペットがいたから

家族に乳幼児・子どもがいた…

建物の安全性に不安があっ…

電気・ガス・水道などのライフ…

建物に被害があったから

たいしたことがないと思ったから

そこにいる方が安全だと思ったから

建物に被害がなかったから

電気・ガス・水道などのライフラインが使えたから

避難する必要を感じなかったから

テレビ・ラジオなどの情報を得たから

余震が恐かったから

家族に高齢者がいたから

ペットがいたから

家族に乳幼児・子どもがいたから

建物の安全性に不安があったから

電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから

建物に被害があったから

たいしたことがないと思ったから

【郡市】4/14地震
（ｎ：1229）
【郡市】4/16地震
（ｎ：505）13.7

【熊本市】4/14地震
（ｎ：322）
【熊本市】4/16地震
（ｎ：144）

【熊本市】 【郡 市】 （％）

※理由上位項目

前震発生時⇒「建物に被害がなかったから」が1位。
本震発生時⇒「そこにいる方が安全だと思ったから」が1位。
前震発生時と本震発生時とで、避難しなかった理由に大きな差
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５．地震後の余震発生の可能性に関する意識
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（％）

「当分はもう起きないだろう」と思った

「１ヶ月以内には起こるかもしれない」と思った

「１週間以内には起こるかもしれない」と思った

「３日以内には起こるかもしれない」と思った

「今日・明日にでも起こるかもしれない」と思った

余震のことは考えなかった

無回答

前震発生時⇒「当分はもう起きないだろうと思った」が3割

本震発生時⇒「当分はもう起きないだろうと思った」が1割強に減少。「今日・明
日にでも起こるかもしれないと思った」が5割に倍増。
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６．余震に関する情報発表後の余震に関する意識
前震発生後、4月15日に発表された余震に関する情報後⇒「今後、大きな地震はもう起きない
だろう、と思った」「今後、余震がいつ起きるかはわからない、と思った」が2割後半。
本震発生後、4月20日に発表された余震に関する新しい情報（余震発生確率発表のとりやめの
発表）後⇒「今後、余震がいつ起きるかはわからない、と思った」が大幅増加
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地震が起きるかもしれない、と思った
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今後、余震がいつ起きるかはわから

ない、と思った

今後、大きな余震はもう起きないだろ

う、と思った

今後、大きな余震が起きるかもしれ

ない、と思った

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生す…

今後の余震活動について、この数日

間で20％～40％程度で余震が発…

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生する…
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地震が起きるかもしれない、と思った

聞いたことがない

今後、余震がいつ起きるかはわからない、と思った

今後、大きな余震はもう起きないだろう、と思った

今後、大きな余震が起きるかもしれない、と思った

今後の余震活動について、震度６弱以上の揺れとなる余震

が発生する、と思った

今後の余震活動について、この数日間で20％～40％程度で

余震が発生する、と思った

今後の余震活動について、震度６弱以上の揺れとなる余震

が発生する可能性は、この３日間で20％、震度５強以上とな

る可能性は40％である、と思った

今後、今回の地震よりもさらに大きな地震が起きるかもしれ

ない、と思った

※「わからない・覚えていない」「その他」、無回答略

【熊本市】 【郡 市】 （％）

【熊本市】4/15情報
（ｎ：754）

【熊本市】4/20情報
（ｎ：754）

【郡市】4/15情報
（ｎ：2520）

【郡市】4/20情報
（ｎ：2520）
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７．余震に関する情報を聞いた後の行動
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【熊本市】4/15情報
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【熊本市】4/20地震
（ｎ：627）

9.6
6.0この情報自体が特に何かの行…12.2

7.8 この情報自体が特に何かの行

【郡市】4/15情報
（ｎ：2161）
【郡市】4/20情報
（ｎ：2110）

この情報自体が特に何かの行動にはつな

がっていない

※上位項目と、「この情報自体が特に
何かの行動につながっていない」

【熊本市】 【郡 市】 （％）

情報を聞いた後の行動は「自宅に居続けた」「車に避難した」等

4月20日の余震に関する新しい情報を聞いた後は、「車に避難した」が増加。「自宅に居続け

た」が減少。
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８．地震・余震情報に関する評価

※（a）地震の情報を正確に伝える技術が確立している （b）地震に関する情報は住民の安全を考えて伝え
られている
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6.5

4.4
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7.8

4.4

7.8

2.9

3.4

2.7

3.3

3.4

2.9

4.1

2.8

3.3

3.1

2.9

3.8

2.5

2.9

3.7

2.9

4.0

（1）地震に関する情報を正

確に伝える技術が確立し…
（2）地震に関する情報は、

住民（市民）の安全を考…

（3）気象庁は、余震の情報

を適切に伝える能力がある
（6）政府は、余震の情報を

適切に伝える能力がある
（9）マスコミは、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（12）熊本県は、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（15）市町村の役場は、余

震の情報を適切に伝える…

（4）気象庁は、住民の安全

を考えて余震の情報を伝…
（7）政府は、住民の安全を

考えて余震の情報を伝え…
（10）マスコミは、住民の

安全を考えて余震の情報…
（13）熊本県は、住民の安

全を考えて余震の情報を…
（16）市町村の役場は、住

民の安全を考えて余震の…

（5）気象庁の余震の情報

は、信頼できる
（8）政府の余震の情報は、

信頼できる
（11）マスコミの余震の情

報は、信頼できる
（14）熊本県の余震の情報

は、信頼できる
（17）市町村の役場の余震

の情報は、信頼できる

（1）気象庁
（2）政 府
（3）マスコ
ミ
（4）熊本県
（5）市町村

（1）気象庁
（2）政 府
（3）マスコ
ミ
（4）熊本県
（5）市町村

（1）気象庁
（2）政 府
（3）マスコ
ミ
（4）熊本県
（5）市町村

（c）余震の情報を適切に伝える能力がある

（d）住民の安全を考えて余震の情報を伝えてい
る

（e）余震の情報は信頼できる

（a）正確に伝える技術が確立
（b）住民の安全を考えた情報伝
達
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35.6
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35.8
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31.9
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31.8
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39.2

18.5
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17.5

19.4

15.4

14.5
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11.0

14.8

15.6

10.7

15.2

14.1

16.5

16.3

12.2

16.3

5.4

2.9

5.3

5.3

5.5

4.2

8.4

2.4

4.0

5.9

3.0

6.6

4.2

5.4

5.5

3.7

7.3

2.6

2.6

2.8

3.1

3.1

3.4

3.0

2.7

3.1

3.3

3.0

2.9

2.7

3.1

3.0

3.2

2.7

…

…

…

…

…

【熊本市】 【郡 市】 （％）

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

気象庁への評価が高く、
市町村への評価が低い



Ⅱ．主要調査結果

９．地震・余震情報の印象
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22.9

34.4
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37.0
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38.2

41.2

19.6

22.4

18.7

12.9

14.2

16.6
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19.8
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14.1
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7.0

9.7

3.7

5.3

4.1

6.1

9.2

4.1

5.7

3.1

3.8

3.3

3.2

3.7

3.1

3.4

3.2

3.1

3.4

（1）気象庁は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（3）政府は、住民と同じよ

うな目線に立って、余震…
（5）マスコミは、住民と同

じような目線に立って、…
（7）熊本県は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（9）市町村の役場は、住民

と同じような目線に立っ…

（2）気象庁は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（4）政府は、余震の情報が

住民にもたらす影響につ…
（6）マスコミは、余震の情

報が住民にもたらす影響…
（8）熊本県は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（10）市町村の役場は、余

震の情報が住民にもたら…

（％）
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8.1

3.4

5.3

3.8
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7.5

3.2

5.4

2.7

3.3

3.2

3.2

2.9

3.1

3.7

3.6

3.3

2.8…

（％）

（1）気象
庁

（2）政
府

（3）マス
コミ

（4）熊本
県

（5）市町
村

（1）気象
庁

（2）政
府

（3）マス
コミ

（4）熊本
県

（5）市町

（a）住民と同じ様な目線に立って、余震の情報を発信している

（b）余震の情報が住民にもたらす影響についてよく理解してい
る

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

【熊本市】 【郡 市】

熊本県への評価が高く、政府・マスコミへの評価が低い。



Ⅱ．主要調査結果

１０．要点

リスク実感と避難行動
前震で半数が避難し、本震で4人に3人が避難した。
避難した理由は「余震が恐かったから」「建物の安全性に不安があったから」等。
本震発生時には「電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから」が
増加。「そこにいる方が安全だと思ったから」が減少。
避難しなかった理由は、前震発生時と本震発生時とで大きく変化。前震発生時に
は「建物に被害がなかったから」が1位だったが、本震発生時には「そこにいる方
が安全だと思ったから」が1位。
余震発生に関する意識は、本震発生時に「今日・明日にでも起こるかもしれない
と思った」が5割に倍増し、「当分はもう起きないだろうと思った」が減少。

余震情報と避難行動
4月15日に発表された余震に関する情報後は「今後、大きな地震はもう起きないだ
ろう、と思った」「今後、余震がいつ起きるかはわからない、と思った」が2割後
半だった
4月20日に発表された余震に関する新しい情報後に「今後、余震がいつ起きるかは
わからない、と思った」が大幅増加。
情報を聞いた後の行動は、「自宅に居続けた」「車に避難した」等。4月20日の余
震に関する新しい情報を聞いた後は4月15日の情報後に比べて、「車に避難した」
が増加。「自宅に居続けた」が減少。



ご清聴ありがとうございました


